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『確率論的アルゴリズムを用いた
次世代インダクタの設計最適化』

太陽誘電株式会社

研究の概要

• インダクタなどの磁性部品の設計開発において、
高性能化のためには最適化技術は必須

– 磁性体材料の改良のみでは特性改善が困難

巻き線
磁性体コア

巻き線インダクタの構造 磁性体コアや巻き線の形状、材料特性
（透磁率など）で磁束分布が変化
⇒特性を改善するような設計が重要

を利用した磁性部品の 次元形状最適化技術を検討

免疫型アルゴリズムを用いた最適化の流れ

初期形状の作成

クローンの生成

終了世代？

最適形状の決定

各個体の評価
クローンの
突然変異

最適化条件の設定

個体の淘汰、選択

有限要素法による電磁界解析

初期形状を作成 ・電気的特性の解析
・小型化の評価

ランダムに初期形状
を決定し、メッシュ
データを作成する。

構造パラメータの変更

個体の淘汰、選択

評価結果を比較しなが
ら淘汰、選択を行う。

× ○○
パラメータの変更に応じて
メッシュデータを修正。

最適化実験とその結果

• 巻き線インダクタでの検証実験

– インダクタからの漏れ磁束を制御した設計

⇒他の電子部品等への影響を低減

最適化構造の磁力線分布
最適化構造

この座標での磁束
密度を最小化

最適化

最適化における評価
関数の変化（約５０
世代の最適化）


